
No. 213

11 -1st- 16
15 -2nd- 16
30 -3rd- 8
32 -4th- 15

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 19 2 6 1 3 4 * 6 0 3 0
* 4 0 1 2 1 5 * 12 0 6 0
* 13 2 2 3 3 6 * 12 0 6 0
* 39 0 19 1 1 7 * 12 0 6 0
* 6 0 3 0 2 8 0 0 0 0

5 1 1 0 0 9 * 10 0 4 2
- - - - - 10 3 0 1 1
- - - - - 11 - - - -
- - - - - 12 - - - -
- - - - - 13 0 0 0 0
- - - - - 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 - - - -
2 0 1 0 0 17 - - - -

18 - - - -

88 5 33 7 10 55 0 26 3
S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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佐藤 亜樹

村上 菜緒

沢辺 香菜
川崎 栞
金子 恵
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全国大会出場をかけた一戦。立ち上がり両チームともマンツーマンＤefで、プレッシャーをかけ
る。埼玉栄中は＃５岸田、＃６ナウタヴァイの長身選手を中心にインサイドから攻める。対する東
京成徳中は、＃７月岡のジャンプシュート、＃６齋藤の３Ｐで食らいつくが、なかなか点差は縮まら
ない。第２Ｐ、埼玉栄中＃４稲垣が立て続けにレイアップを決めると、東京成徳中＃７月岡がイン
サイドでシュートをねじ込み、＃９飯嶋が３Ｐを決めて２点差までつめる。しかし、埼玉栄中＃９小
林がスティールからレイアップを決め、２６対３２埼玉栄中が６点リードで折り返す。

第３Ｐ、東京成徳中＃７月岡が連続シュートで同点に追いつく。埼玉栄中はファールがかさん
で、リズムを崩していく。この機に東京成徳中は＃６齋藤、＃４根岸のジャンプシュートで得点を重
ね、逆に東京成徳中が１６点差をつけた。

第４Ｐ、埼玉栄中は１－１－２－１のゾーンプレスから３－２のハーフゾーンで相手のリズムを崩
しにかかるが、東京成徳中＃４根岸は落ち着いてボールをコントロールしていく。埼玉栄中は粘り
あるＤefで最後までボールに食らいつくが、インサイドにボールが入らず、リズムがつくれない。結
局、最後まで攻撃の手をゆるめなかった東京成徳中が全国大会出場を決めた。敗れた埼玉栄中
も攻守のバランスのとれた素晴らしいチームであった。
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期 日： 2008(H20)年8月8日 (金)

開始時間： 14:50

茂木 穂高

伴 真衣香

○

88

有田 愛美

埼玉栄●

55
(埼玉県)

ナウタヴァイ 圭理齋藤 若奈
月岡 英梨

選手名

根岸 夢
阿部 史歩

NO.

(東京都)

東京成徳大

F

4
4岸田 実佳

稲垣 香奈
選手名

3

コーチ

中村 莉歩
工藤 ひかる
洪 侑沙

15

佐藤 綾乃

吉田 美月

小林 杏理
板橋 未歩

鈴木 恵里菜
福原 美由

種市 凪沙

飯嶋 はるか

町本 和歌子

大会名称：

開催場所：

試合区分：

関東中学校バスケットボール大会
第38回

船橋市総合体育館 Ａコート

女子 ３回戦

コーチ遠香 周平 一ノ瀬 和之

3ポイントシュート 2ポイントシュート

17

FT:

合計合計

スターター


